
　

JA広報

ＪＡえびの市では、資材や燃料の高騰と昨年度の台風被害に対し、農家支援を行いました。

２月２０日には和牛繁殖農家への飼料の無料配布（2,384 袋）を実施しました。

ＪＡは、今後とも組合員・農家の営農継続のために支援に取り組みます。

詳細については３ページをご覧ください。
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（2）令和５年３月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

２
月
10
日
、
本
店
で
令
和
5
年
度
Ｊ

Ａ
共
済
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
共
済

普
及
専
任
指
導
員
＝
Ｌ
Ａ
）
の
進
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
小
吹
敏
博
組
合
長

よ
り
「
地
域
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た

推
進
活
動
」
を
念
頭
に
目
標
達
成
に
向

け
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
挨
拶
が

あ
り
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
宮
崎
Ｊ
Ａ
支
援
部

の
野
村
征
弘
部
長
か
ら
の
激
励
の
あ

と
、
下
原
将
史
Ｌ
Ａ
が
「
誇
り
と
情
熱

を
持
っ
て
Ｊ
Ａ
共
済
の
普
及
拡
大
に
努

め
ま
す
」
と
決
意
表
明
し
、
最
後
に
山

口
啓
太
Ｌ
Ａ
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

で
Ｌ
Ａ
全
員
の
目
標
必
達
を
誓
い
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ａ
は
、
各
支
店
へ
配
置
さ
れ
、
組

合
員
や
利
用
者
と
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
共
済
を

つ
な
ぐ
重
要
な
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
年

間
を
通
じ
て
皆
様
の
生
活
保
障
設
計
の

ご
提
案
や
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。
共

済
に
関
す
る
ご
相
談
や
ご
質
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

２
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
役
員
の
報
酬
額
を

審
議
す
る
役
員
報
酬
審
議
会
（
生
産
部

会
・
組
織
代
表
・
学
識
経
験
者
等
で
構

成
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
吹
敏
博
組

合
長
か
ら
「
令
和
５
年
度
役
員
報
酬
額
」

の
諮
問
を
受
け
、
審
議
会
員
10
人
が
慎

重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
２
月

20
日
、
新
出
水
寛
人
委
員
長
か
ら
小
吹

組
合
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
答
申
を
も
と
に
理
事
会
で
審

議
し
、
総
代
会
へ
議
案
と
し
て
提
出
し

ま
す
。

共
済
の
こ
と
な
ら
何
で
も

Ｌ
Ａ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

役
員
報
酬
額
を
答
申
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（3） 第５３９号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
急
激
な
円
安
に
よ
る
飼
料
・
資
材
・

燃
油
の
価
格
高
騰
と
昨
年
の
台
風
14
号

で
影
響
を
受
け
た
農
家
を
支
援
す
る
た

め
、
助
成
金
約
３
千
万
円
を
贈
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
贈
呈
式
を

行
い
、
栗
部
会
の
尾
山
實
文
部
会
長
が

農
家
を
代
表
し
て
目
録
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

小
吹
組
合
長
は
「
少
し
で
も
農
家
の

皆
さ
ん
の
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
元
気
に
な
れ

ば
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

尾
山
部
会
長
は
「
こ
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変
あ
り
が
た

い
。
栗
部
会
の
皆
に
い
い
報
告
が
で
き

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

助
成
対
象
の
部
会
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
産
農
家
へ
Ｊ
Ａ
独
自
の
支
援
を
実
施

ＪＡえびの市生産基盤維持支援対策
　ＪＡえびの市では、飼料、資材、燃油の価格高騰と台風１４号で影響を受けた農家に対する支援対策を実
施しました。令和４年度は合計２,９７０万６９９０円の支援を行いました。支援の詳細は下の表をご覧く
ださい。
　ＪＡえびの市では、このような農家支援の取組みを進めるとともに、組合員の皆さまが安心して農業を続
けられる環境づくりを目指してまいります。

名　　　称 対象数 支援額 日　付

和牛繁殖母牛基準飼料配布 ２５０戸 4,958,720円 令和５年２月２０日

飼料価格対策 ２３戸 13,059,000円 令和５年２月２７日

燃料価格対策 ４８３戸 3,276,220円 令和５年２月２７日

台風14号に係る園芸生産農家助成 １８９戸 8,413,050円 令和５年２月２７日

生産基盤維持対策対象者

対象者（対象品目） 人数
飼料配付繁殖用
　和牛繁殖母牛生産者

250戸

飼料価格対策（バラ飼料対象）
　肥育牛
　養鶏
　養豚
　酪農
　企業畜産

23戸

燃料価格対策
　軽油
　灯油

483戸

台風14号に係る園芸生産農家
　ピーマン　　かぼちゃ
　白ネギ　　　加工人参
　加工大根　　ゴーヤー
　生姜　　　　キャベツ
　栗　　　　　きんかん

10部会
189戸

合　　計 944戸



（4）令和５年３月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

２
月
７
日
、
市
と
Ｊ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
本
店

で
３
年
ぶ
り
と
な
る
令
和
４
年
度
え
び

の
市
農
業
振
興
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

地
域
の
農
林
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
キ
ン
カ
ン
部
会
長
や
ピ
ー

マ
ン
部
会
長
を
務
め
ら
れ
た
白
鳥
の
古

川
利
男
さ
ん
が
え
び
の
市
農
林
水
産
業

功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
川
さ
ん
は
「
自
分
に
は
不
適
任
な

の
で
は
と
思
っ
た
が
、
私
が
部
会
長

を
務
め
て
い
た
時
、
で
き
る
限
り
農
薬

を
減
ら
し
た
特
別
栽
培
に
力
を
入
れ
た

り
、
少
し
ず
つ
栽
培
面
積
が
増
え
る
な

ど
し
、
そ
う
い
う
点
で
は
え
び
の
の
農

業
に
貢
献
し
た
の
か
も
と
思
う
。
こ
の

よ
う
に
表
彰
し
て
も
ら
え
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
熊
本
県
の
株
式
会
社
農

テ
ラ
ス
代
表
の
山
下
弘
幸
さ
ん
に
よ
る

「
農
業
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し
た

～
新
時
代
に
対
応
で
き
る
３
つ
の
備
え

～
」
の
ほ
か
、
茨
城
県
の
地
方
考
夢
員

Ⓡ
研
究
所
所
長
の
澤
畑
佳
夫
さ
ん
に
よ

る
「
地
域
計
画
づ
く
り
を
成
功
さ
せ
る

５
つ
の
合
意
形
成
」
の
２
つ
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

小
吹
敏
博
組
合
長
は
「
え
び
の
市
の

農
業
振
興
は
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
農

家
支
援
の
取
り
組
み
に
前
向
き
に
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す

の
農
業
発
展
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

表彰された古川さん（中央）

講演をする㈱農テラス代表の山下さん

え
び
の
市
農
業
振
興
大
会

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

4月14日（金）

4月開催のお知らせ
きこえの相談会

JAからのお知らせ

農業用廃プラスチック集積日
　３月の集積日は３月２０日(月曜日)です
◎ポリフィルム(マルチ・肥料袋等)
・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
・時　　間　午前９時～午後４時
※ビニールとポリマルチは混ぜないようにしてください。

相続無料相談会
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待ち
しております。事前に電話でお問い合わせの上お越
しください。

開催日　３月２９日（水曜日）
場　　所 時　　間
飯 野 支 店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後１時～午後2時
真 幸 支 店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ先　審査課　TEL３３−３１０７



（5） 第５３９号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

ＪＡは農家の方はもちろん、農業をされていない方でもご利用いただけます。お気軽にご相談ください！
飯野支店  33−1011　　加久藤支店  35−1211　　真幸支店  37−1311　　金融課  33−3103



（6）令和５年３月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。



（7） 第５３９号 JA広報

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

え
び
の
で
は
め
ず
ら
し
い
島
バ
ナ
ナ

で
す
。さ
て
何
本
か
な
？

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

作り方
１．じゃがいもは一口大に切って5分ほど水にさらす。
２．切ったじゃがいもがやわらかくなるまでゆでる。
３．フォークでつぶし、塩、こしょう、片栗粉を加えて混ぜる。
４．玉ねぎはみじん切りにし、茶色くなるまで炒める。
５．枝豆、にんじんを触感が残る程度に切る。
６．３にツナ缶、枝豆、にんじん、玉ねぎ、粉チーズを加えて混ぜ、粗熱をとる。
７．好きな形に整える。
８．フライパンにサラダ油を入れて中火で熱し、５を並べて焼き色がつくまで焼き、ひっくり返してふたをし、弱火で２

～３分焼いて取り出す。
★ソース★
１．フライパンに酒、ケチャップ、中濃ソースを入れ、とろみがつくまで混ぜながら中火で煮詰める。
２．１にバターを加えて溶かしながら混ぜる。

　今年も、ＪＡ女性部でえびの
市内の新小学１年生に送るラ
ンドセル（交通安全祈願のお守
り）を作り始めました。
　ご協力して下さる方は、ＪＡ
生活課迄ご連絡いただけると
有難いです。

飯野高校生が
考えた

レシピです♪

カラフル
ポテトハンバーグ

　★材料★ ２人分
・じゃがいも　240ｇ　・玉ねぎ　50ｇ　・ツナ　　70ｇ
・粉チーズ　小さじ２　・人参　　25ｇ　・コーン　10ｇ
・チーズ　　　 　5ｇ　・塩              　  ・こしょう
・片栗粉　　　　　　　・サラダ油　　　 ・枝豆　　７ｇ

　★ソース★
・酒・・・・・大さじ１　・有塩バター・・・・５ｇ
・ケチャップ・大さじ１　・中濃ソース・・大さじ１



（8）令和５年３月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
２
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

２
月
13
日
～
15
日
の
３
日
間
、
西
諸
畜
連
で
、

２
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成

績
は
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引
き
等

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発

生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談

す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
畜

産
課
（
３
３

−
５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

☆
２
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

２
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
２
月
期

子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下
見
を

し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
畜
産
課(
☎

３
３

−

５
７
４
７)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
２
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

２
月
８
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
８
頭
が
出
品
さ

れ
、
成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和５年２月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年２月) 前回(５年１月) 前年(４年２月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 74 593,078 83 543,983 49,095 83 663,220 △70,142

去勢 99 683,033 136 654,670 28,363 109 812,839 △129,806

計 173 644,555 219 612,720 31,835 192 748,160 △103,605

令和５年２月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞８席 か り ん 中 村 友 哉

壱等賞 きりしま２４８ J A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 き き 塩 屋 大 吾

〃 第１０６０みちこ 木 村 浩 二

弐等賞 さ つ き 堂 原 昭 八

〃 め い 北別府　翔平

〃 ふ く ひ で 深 瀬 浩 一

くすはな１６９ 楠 元 逸 夫
※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

令和５年２月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 か り ん 中 村 友 哉

壱等賞１席 きりしま２４８ J A え び の 市
和牛繁殖センター

壱等賞 き き 塩 屋 大 吾

〃 さ つ き 堂 原 昭 八

〃 第1060みちこ 木 村 浩 二

〃 め い 北別府　翔平

〃 ふ く ひ で 深 瀬 浩 一

〃 くすはな１６９ 楠 元 逸 夫

弐等賞 みやび５４８ 横 山 大 樹

〃 め い 堂 原 昭 八

〃 ら ん 吉 留 　 徹

〃 さ つ き 森 田 誠 一

〃 ま り な 日 高 将 也

〃 み き 塩 屋 大 吾
※壱等賞１席以上の序列は付けてありません

◎
畜
産
関
係
◎



（9） 第５３９号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

子牛の皮膚真菌症について
＜皮膚真菌症＞
　カビの一種のトリコフィトン・ベルコーサムという菌が皮膚に付着して起こる疾病で、人獣共通感染症
です。乳牛や肉牛の多くが発症し、栄養不足、離乳後の集団飼育、移動ストレスなどが原因です。免疫状
態が低下すると牛の頭部、頸部、腹部を中心とした皮膚に脱毛を伴う白い円形の病変が見られます。

ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共励会
　２月２１日、ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共励会が（株）ミヤチ
ク高崎工場で開催され、ＪＡえびの市管内から４人が出品しま
した。成績は以下のとおりです。
　当管内から出品した(有)立山畜産が優秀1席を獲得しました。
共進会全体では、平均枝肉重量５３３kg、平均単価はkgあたり
３,２２７円で取引されました。

生産者
（敬称略） 性別

血統
生年月日 体重

(㎏)
枝肉重量
(㎏)

等
級

Ｂ
Ｍ
Ｓ

単価
(円)父 母の父 祖母の父

㈲立山畜産 去勢 耕富士 秀菊安 美穂国 R2.8.19 782 499.6 A5 12 4,300

吉 留 　 弘 去勢 耕富士 晴茂国 勝平正 R2.10.21 850 546.6 A5 12 3,070

松 下 啓 紀 去勢 満天白清 耕富士 美穂国 R2.10.5 868 558.3 A5 12 3,050

宮 原 智 憲 去勢 秀正実 耕富士 勝平正 R2.9.22 864 557.3 A5 11 2,920

１．感染源
　発症牛が患部を壁や柵にこすりつけた時に胞子が付着し、同じ場所を触れた牛が感染します。群
飼育では発症牛との接触により群れ全体に広がります。また、ハエなどの昆虫を介した感染もみら
れます。

２．治療
　本症は抗真菌剤による治療法が有効です。抗真菌剤にはナナフロシン油剤（ナナオマイシン）が
あり、患部に塗布すると効果が見られます。

３．予防
　金属製のスタンチョンや柵などに多数の胞子が付着して感染源になるので消毒を徹底します。粗
飼料と濃厚飼料の給与量不足やアンバランス、飼料摂取量の不足が大きな誘発原因となっており、
飼料設計を見直して適正な飼料給与を行います。また、特定のアミノ酸及びビタミンの不足も誘因
となっていますので適宜給与します。密飼い牛舎での発症は、飼育密度を下げることが重要です。
症状が悪化した牛は移動して隔離します。

４．まとめ
　子牛から育成期にかけての集団飼育や多頭化が進む中では、疾病の発生をコントロールすること
が経営の安定に繋がります。また、感染症を予防するためには、月齢に応じた飼養管理とワクチン
の接種による免疫防御能を高める衛生管理が重要です。

・・・「養牛の友」より抜粋
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

人
も
イ
チ
ゴ
も
健
康
管
理
を
行
っ
て
、
後

半
の
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

①
草
勢
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
日
中
は
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
20
℃

で
早
め
の
換
気
を
行
う
。
夜
温
は
外
気

温
が
５
℃
以
下
に
な
ら
な
い
限
り
二
重

ビ
ニ
ー
ル
は
閉
め
な
い
。

・
生
育
が
旺
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
、
灌
水

量
を
増
や
し
て
い
く
。

・
玉
だ
し
や
株
整
理
は
早
め
に
行
う
。

・
収
穫
が
終
了
し
た
果
梗
枝
は
早
め
に
除

去
す
る
。

・
摘
果
は
Ｓ
玉
以
下
を
除
去
し
、
草
勢
が

弱
い
株
は
強
め
の
摘
果
を
す
る
。

②
電
照
打
切
り

・
打
切
り
の
目
安
は
３
月
中
旬
頃
だ
が
、

着
果
負
担
が
見
ら
れ
る
場
合
や
日
中
の

温
度
が
低
温
で
推
移
し
て
い
る
場
合
は

遅
ら
せ
る
な
ど
し
て
対
応
す
る
。

③
収
穫
作
業

・
収
穫
は
午
前
10
時
ま
で
に
は
終
了
し
、

予
冷
庫
で
２
時
間
程
度
果
実
を
冷
や

す
。
（
設
定
温
度
５
℃
）

・
果
実
が
傷
ま
な
い
よ
う
収
穫
カ
ゴ
へ
の

入
れ
す
ぎ
に
は
注
意
す
る
（
厳
守
）
。

④
玉
だ
し

・
さ
が
ほ
の
か
は
必
ず
行
う
作
業
。
色
の

出
な
い
も
の
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
に
つ
い

て
は
、
別
途
販
売
に
な
る
の
で
注
意
す

る
。

☆
生
姜

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

定
植
前
の
最
終
確
認

　

３
月
上
旬
ま
で
に
は
土
壌
消
毒
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
バ
ス
ア
ミ
ド
で
の
消
毒
の
場

合
、
土
壌
水
分
が
適
当
か
を
確
か
め（
軽
く

握
っ
て
く
ず
れ
な
い
程
度
）、
鎮
圧
を
行
っ

て
ビ
ニ
ー
ル
等
で
20
日
間
程
度
被
覆
し
ま

す
。
使
用
上
の
注
意
を
確
認
し
、
ガ
ス
抜

き
は
２
回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
菊

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

夏
菊
採
穂
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
健
全
で

充
実
し
た
穂
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
ず
採

穂
前
に
殺
菌
剤
の
散
布
を
十
分
に
行
い
、
圃

場
内
に
病
害
を
持
ち
込
ま
な
い
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

穂
を
採
る
時
は
老
化
し
て
お
ら
ず（
手
で

簡
単
に
折
り
採
れ
る
程
度
に
柔
ら
か
く
）、

太
さ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

気
温
が
高
く
な
る
時
期
に
入
り
ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
葉
先
の
焼
け
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
品
質
向
上
の
た
め
カ

ル
シ
ウ
ム
剤
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ハ
ウ
ス
の
換
気
に
努
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

採
花
も
終
盤
に
入
り
ま
す
。

　

気
温
が
上
昇
す
る
時
期
に
な
る
の
で
、

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
高
い
場
合
は
換
気
を

行
い
、
寒
冷
紗
を
使
用
し
て
萎
れ
や
花
飛

び
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

採
花
終
了
後
は
４
月
か
ら
球
根
養
成
期

に
入
り
ま
す
。
生
育
の
悪
か
っ
た
株
や
ウ

イ
ル
ス
株
は
早
目
に
抜
き
取
り
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

　

球
根
養
成
時
期
は
灌
水
間
隔
を
徐
々
に

広
く
し
な
が
ら
水
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。

急
激
な
灌
水
中
止
は
球
根
の
肥
大
に
影
響

を
与
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
養
成
期
間
中
も
球
根
腐
敗
を
防
ぐ
た

め
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

春
・
夏
の
出
荷
に
向
け
て
新
し
い
芽
が

発
生
し（
根
萌
芽
）、
伸
長
開
始
す
る
時
期

に
な
り
ま
す
。

　

日
中
の
気
温
は
上
昇
す
る
時
期
で
す
が
、

時
折
の
寒
波
に
よ
る
霜
害
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
対
策
と
し
て
は
凍
結
防
止
効
果
の
あ

る
葉
面
散
布
剤
の
散
布
や
パ
オ
パ
オ
、
パ

ス
ラ
イ
ト
と
い
っ
た
資
材
の
被
覆
等
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
被
覆
資
材
に
つ
い
て
は
日
中
の

保
温
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
が
、
か
け
っ

ぱ
な
し
は
葉
焼
け
や
蒸
れ
の
原
因
と
な
る

の
で
適
度
な
換
気
を
行
う
こ
と
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
霜
が
降
り
ず
天
気
が
良
い
日

で
も
、
風
が
弱
く
、
気
温
が
５
℃
を
下
回

る
よ
う
な
日
も
霜
害
と
同
じ
症
状
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

４
月
中
下
旬
の
定
植
に
向
け
て
圃
場
の

準
備
を
早
め
に
進
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
排

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
圃
場
の
内
側
に
排

水
路
を
設
け
、
水
は
け
の
良
い
圃
場
環
境

を
整
備
し
て
か
ら
定
植
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

ハ
ウ
ス
ゴ
ー
ヤ
ー
の
定
植
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
土
壌
診
断
結
果
を
基
に
適
正
な

施
肥
を
行
い
、
定
植
の
２
週
間
前
ま
で
に

は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
終
え
る
よ
う
に
し
、

地
温
を
16
℃
以
上
確
保
し
て
定
植
が
行
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
時
に
は
ア
ド
マ
イ
ヤ
―
１
粒
剤
を

１
株
当
た
り
１
～
２
ｇ
の
量
で
植
穴
土
壌

混
和
し
て
初
期
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
定
植
時
に

は
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
を
１
株
当
た
り
１
～

２
ｇ
の
量
で
植
穴
土
壌
混
和
し
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
害
虫
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
後
１
週
間
以
内
を
目
安
に
ダ
コ

ニ
ー
ル
１
０
０
０
を
散
布
、
硫
黄
粉
剤
50

を
株
間（
畝
上
）散
布
し
て
基
本
的
な
病
害

の
予
防
的
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

植
付
の
深
さ
は
畝
面
と
根
鉢
上
面
の
高

さ
が
揃
う
よ
う
に
定
植
し
、
根
締
め
の
手

灌
水
に
よ
っ
て
１
㎝
程
度
の
浅
植
え
と
な

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
深
植
え
に

す
る
と
疫
病
の
発
症
を
助
長
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

定
植
後
の
糸
つ
り
作
業
に
遅
れ
が
で
な

い
よ
う
早
目
の
準
備
を
進
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
時
期
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
苗
の

徒
長
防
止
や
定
植
後
の
自
然
環
境
に
対
す

る
耐
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
定
植
４

～
５
日
前
か
ら
水
切
り
を
し
て
苗
の
順
化

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

植
付
の
深
さ
は
、
根
鉢
の
上
に
１
㎝
程

度
土
が
覆
土
さ
れ
る
よ
う
に
や
や
深
植
え

で
行
い
ま
し
ょ
う
。
定
植
後
の
活
着
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
そ
の
後
の
良
好
な

生
育
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
定
植
時
に
は

十
分
灌
水
を
行
っ
て
活
着
促
進
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

　

定
植
後
10
日
ま
で
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
ー
Ｐ
乳
剤
を
散
布
、
定
植
後
２
～
３
週

間
後
に
中
耕
・
土
寄
せ
し
て
雑
草
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

苗
床
で
も
基
腐
病
に
対
す
る
注
意
が
必

要
で
す
。

・
周
囲
の
株
に
比
べ
て
生
育
が
悪
い
、
株

の
萎
縮
が
み
ら
れ
る

・
下
葉
か
ら
中
位
の
葉
を
中
心
に
葉
の
変

色
、
枯
死
が
み
ら
れ
る

・
地
際
部
の
つ
る
の
黒
変
が
み
ら
れ
る

　

基
腐
病
で
は
以
上
の
よ
う
な
症
状
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
疑
わ
し
い
株

に
つ
い
て
は
抜
き
取
り
を
行
い
農
薬
の
散

布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
灌
水
の

都
度
、
疑
わ
し
い
株
が
無
い
か
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

黒
あ
ざ
病（
芋
の
表
皮
が
茶
色
く
変
色
す

る
が
腐
敗
し
て
い
な
い
）の
発
生
も
見
ら
れ

ま
す
。
登
録
農
薬
は
無
い
た
め
、
昨
年
度

の
作
付
圃
場
で
怪
し
い
芋
が
あ
っ
た
場
合

は
再
度
圃
場
選
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
基
腐
病
登
録
農
薬
〉

予
防
剤

Ｚ
ボ
ル
ド
ー　

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
２
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

治
療
剤
　

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

３
月
末
頃
か
ら
発
芽
時
期
に
な
り
ま
す
。

芽
出
し
作
業
が
遅
れ
る
と
芽
が
焼
け
、
生

育
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定

期
的
な
圃
場
の
観
察
を
行
っ
て
作
業
遅
れ

が
出
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
芽
が
出
揃
っ
た
ら
ジ
ー
フ
ァ

イ
ン
水
和
剤（
１
０
０
０
倍
）＋
展
着
剤（
ス

カ
ッ
シ
ュ
：
１
０
０
０
倍
）で
予
防
散
布
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

圃
場
内
に
水
溜
り
等
が
出
来
な
い
よ
う

排
水
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
な
い
ま
し
ょ

う
。
圃
場
周
辺
の
見
回
り
を
行
い
野
良
芋

が
な
い
か
の
確
認
を
し
て
、
あ
っ
た
際
は

抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農家・養蜂家の皆様へ
「農薬の安全使用」と「はちみつ安定生産」のために
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．
水
田
の
土
壌
診
断
を
依
頼
さ
れ
る
方

は
、
早
め
の
土
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す

　

土
作
り
は
作
物
栽
培
の
基
本
で
す
。
土

作
り
を
行
う
上
で
土
壌
診
断
は
目
に
見
え

る
形
で
改
善
箇
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
土
壌
診
断
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

今
作
に
お
い
て
不
要
な
部
分
を
知
り
、
不

必
要
な
資
材
を
省
く
こ
と
で
費
用
を
抑
え

る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

※
土
壌
診
断
の
手
順
に
基
づ
き
土
を
採
取

し
て
十
分
乾
燥
さ
せ
た
後
、
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
提
出
の
際
、
申
込
み
用
紙
へ
必
要
事
項

を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
提
出
さ

れ
る
土
を
入
れ
て
あ
る
袋
に
も
自
治

会
、
氏
名
、
圃
場
名
を
わ
か
る
よ
う
に

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
今
年
度
配
布
し
て
お
り
ま
す

水
稲
苗
・
資
材
等
申
込
み
用
紙
の
中
に

も
土
壌
診
断
依
頼
の
用
紙
を
設
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。

※
１
点
当
た
り
１
，
０
０
０
円
の
診
断
料

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
稲
作
（
水
田
）
の
土
壌
診
断
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、農
産
園
芸
課（
３
３

−
５
７
５
６
）
ま
で
お
気
軽
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

２
．
水
稲
苗
を
申
し
込
み
さ
れ
た
皆
様
へ

の
お
願
い

　

今
年
の
水
稲
苗
の
申
込
み
に
関
し
ま
し

て
は
、
昨
年
同
様
、
次
の
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
苗
受
け
渡
し

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
稚
苗
の

配
布
に
つ
き
ま
し
て
は
原
則
配
達
の
み

の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
配

達
料
は
無
料
）

②
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
「
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
」

を
一
緒
に
ご
注
文
さ
れ
て
い
る
方
は
、

苗
を
圃
場
に
運
搬
す
る
際
や
植
付
け
を

す
る
際
に
、
品
種
の
間
違
い
が
な
い
よ

う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
箱
の
色
に
よ
っ

て
品
種
の
区
分
け
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
植
付
す
る
時
期
を
品
種
に
よ
っ

て
変
え
る
こ
と
も
品
種
の
間
違
い
を
防

ぐ
対
策
に
な
り
ま
す
。

③
播
種
渡
し
苗
（
芽
出
し
苗
）
の
申
し
込

み
期
日
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
以
降

が
田
植
え
予
定
と
な
る
申
し
込
み
か
ら

お
受
け
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
１
日
あ

た
り
に
播
種
で
き
る
枚
数
に
限
度
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
受
渡
し
日
の
調
整
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
苗
の
受
取
日
を
直
前
に
変
更
さ
れ
る
事

例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
育
苗
セ
ン

タ
ー
で
は
当
初
の
田
植
え
希
望
日
に
合

わ
せ
て
育
苗
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
直
前
の
変
更
は
全
体
の
供
給
計
画

に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
　

直
前
の
変
更
は
ご
希
望
に
沿
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
め
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
ま
で
の
連
絡
先

　

農
産
園
芸
課
３
３

−

５
７
５
６

５
月
以
降
の
連
絡
先

白
鳥
育
苗
セ
ン
タ
ー
：
３
３

−

０
７
５
６

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

土壌診断をしましょう

※提出先・お問い合わせ先※
・農　産　園　芸　課　　　℡33－5756　　・グリーンセンター飯　野　℡33－2212
・グリーンセンター加久藤　℡35－0451　　・グリーンセンター真　幸　℡37－0023

ご不明な点がありましたら、お気軽にお尋ねください。

※１点当たり１０００円の診断料が必要になります。

1．土を採る場所
　田んぼの4角付近と真中
の計５カ所より、それぞれ
コップ1杯分の土を採取。

2．土を採る深さ
　深さ10cmぐらいの所の
土を採る。この時、表面の
土が混ざらないように注意
する。
　採取した土は新聞紙の上
などで十分に乾かす。

3．提出の手順
　ビニール袋に入れ自治
会・氏名・圃場名をご記入
のうえ、ＪＡえびの市農産
園芸課までお申し込みくだ
さい。提出の際は申込用紙
にも必要事項のご記入をお
願いします。
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

◎担い手支援関係◎営農情報

農業経営者組織協議会の皆さまへ
確定申告はお済みですか？

　令和４年度の確定申告期限が迫っております。
　ＪＡえびの市本店に申告会場を設けておりますので、農業経営
者組織協議会（旧青色申告会）会員で、まだ申告手続きがお済み
でないかたは、お早めにご来場をお願いいたします。

お問い合わせ　　ＪＡえびの市農業経営者組織協議会　　電話：３３−３１０４

１．申告会場　　ＪＡえびの市　本店２階　小研修室
２．申告期限
　　　所得税・・・令和５年３月１５日（水曜日）
　　　消費税・・・令和５年３月３１日（金曜日）

農作業のご相談はアグリランドへ！

※作業料は、「JAえびの市農業機械銀行農作業料金表」に準じます。
※担い手支援課および各支店にも申込書を準備しております。
※田植の予約は４月３０日までにお願いします。

　現在、各種作業の受託受付を行っておりますのでお気軽にご相談ください！
　堆肥散布・耕起等、高品質・高収量へ向けた土作りは「アグリランド田の神さぁ」
へお任せください！

お申し込みは
― 丁寧な作業をお約束! ―

㈱ＪＡアグリランド田の神さぁ
ＴＥＬ　３３―０１１１



（14）令和５年３月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

道

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

暑
さ
寒
さ
も
―
―
ま
で

2　

佐
渡
、
淡
路
、
隠
岐
と
い

え
ば

3　

多
く
の
受
験
生
が
解
く
も

の
4　

数
学
で
は
ｘ
や
ｙ
で
表
す

こ
と
が
多
い

5　

ツ
ク
シ
は
こ
の
植
物
の
胞

子
茎
で
す

9　

飛
行
機
が
飛
び
立
つ
こ
と

11　

薄
く
切
っ
た
も
の
。
―
―

チ
ー
ズ

12　

山
下
公
園
や
中
華
街
が
あ

り
ま
す

13　

卒
業
式
で
『
―
―
の
光
』

を
歌
っ
た

15　

イ
ル
カ
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
―

―
雪
』

18　

衣
服
に
付
い
て
い
る
、
洗

濯
表
示
な
ど
が
載
っ
て
い
る

部
分

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

ひ
な
人
形
に
供
え
る
餅

4　

入
試
の
と
き
は
ケ
ア
レ
ス

―
―
に
気
を
付
け
て

6　

ぐ
っ
と
辛
抱
す
る
こ
と

7　

ウ
ド
の
生
産
量
が
日
本
一

の
、
北
関
東
に
あ
る
県

8　

跳
ね
上
げ
た
ひ
げ
が
特
徴

的
な
ス
ペ
イ
ン
の
画
家

10　

石
が
細
か
く
砕
け
た
も
の

11　

雪
解
け
で
川
の
―
―
が
増

え
た

13　

つ
く
の
は
う
そ
、
吹
く
の
は

14　

中
華
が
ゆ
な
ど
に
の
せ
る

赤
い
実

16　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
か
ら
ノ
ー

マ
ル
に
替
え
よ
う
か
な

17　

宿
屋
の
こ
と
。
漢
字
で
は
旅

籠
と
書
き
ま
す

19　

出
か
け
て
い
て
誰
も
い
ま

せ
ん

20　

ひ
な
祭
り
の
う
し
お
汁
に

よ
く
使
わ
れ
る
貝

２
月
号
の
当
選
者

２
月
号
の
答
え
は「
ユ
キ
オ
ロ

シ
」で
し
た
。正
解
者
16
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
山　

田　
　
　

昇（
飯　

野
）

▽
中　

村　

順　

子（
飯　

野
）

▽
吉　

村　

ハ　

ヤ（
加
久
藤
）

▽
西　
　
　

真　

弓（
真　

幸
）

▽
福　

崎　

佐
代
子（
高
原
町
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

３
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
４
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!
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え　び　の 令和５年３月６日発行 （16）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
５
年
３
月
６
日
発
行

行　　事　　予　　定
令和５年３月１０日～４月２８日

　

２
月
27
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
の
融
資
に

つ
い
て

■
令
和
４
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

■
固
定
資
産
取
得
（
発
券
機
シ
ス
テ
ム
）

に
つ
い
て

■
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に
つ

い
て

■
令
和
５
年
度
貸
付
利
率
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

■
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
の
融
資
に

つ
い
て

■
固
定
資
産
取
得
（
本
店
外
壁
改
修
工

事
）
に
つ
い
て

■
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
借
入
金
の
令
和
４
年
度
実
績
お
よ
び

令
和
５
年
度
計
画
に
つ
い
て

■
職
務
権
限
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
リ
ス
ク
債
権
圧
縮
計
画

に
基
づ
く
実
績
と
令
和
５
年
度
リ
ス

ク
債
権
比
率
の
目
標
設
定
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
令
和
５
年
度
役
員
報
酬
に
関
す
る
審

議
会
の
答
申
に
つ
い
て

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
下
期
に
実
施
し
た
内
部

監
査
報
告
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
内
部
監
査
業
務
活
動
報

告
に
つ
い
て

■
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告

に
つ
い
て

■
資
産
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
組
合
員
の
加
入
・
脱
退

の
状
況
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
目
的
積
立
金
の
取
崩
に
つ
い
て

■
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
職
員
採

用
試
験
実
施
要
領
に
つ
い
て

■
令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
及
び
評
価
・

改
善
に
つ
い
て

■
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
の
定
期
報

告
に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
米
集
荷

対
策
実
施
要
領
に
つ
い
て

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
４
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
４
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

３

10 金 ふれあい日春の総合展示会（～１１日）

13 月 郡子牛品評会ＪＡ－ＳＳ感謝セール
14 火 異常産予防注射（～１５日）
15 水 所得税確定申告締切
18 土 子牛セリ市（～２０日）

20 月 県下一斉消毒の日廃プラ集積日（ポリフィルム）

21 火 春分の日ＪＡ休業日

22 水 道の駅えびの休業日オーツヘイ即売会

23 木 ＢＬ採血ＪＡ－ＳＳ感謝セール

29 水 成牛セリ市（妊娠牛）相続無料相談会
30 木 耳標装着

31 金 耳標装着消費税申告締切

４

3 月
新採用職員入組式
五種混合予防注射
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

4 火 五種混合予防注射
5 水 五種混合予防注射
6 木 五種混合予防注射

7 金
ＪＡ馬頭観音祭
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（６月セリ市分）

9 日 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市
11 火 ふれあい日

28 金 第４５回通常総代会

ＪＡ休業日のお知らせ

３月２１日（火曜日）
春分の日

JAは全部門休業します
（道の駅えびのと足湯の駅えびの高原は
　営業しています）


